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１

横
浜
の
地
形

横
浜
市
の
地
形
の
特
徴
と
し

て
、
鶴
見
川
、
帷
子
川
、
大
岡
川
、

境
川
な
ど
、
多
く
の
河
川
が
あ
り
、

丘
陵
地
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
地

形
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
横
浜
市
の
地
形

を
大
別
す
る
と
、
丘
陵
地
、
洪
積

台
地
、
沖
積
低
地
、
臨
海
部
の
埋

立
地
と
な
っ
て
い
る
。
最
高
地
点

は
、
鎌
倉
市
境
の
大
平
山
に
至
る

山
腹
（
栄
区
）
で
１
５
９
．４
ｍ
、

最
高
峰
は
、
金
沢
市
民
の
森
内
の

大
丸
山
で
１
５
６
．８
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。

❶
丘
陵
地

丘
陵
地
は
横
浜
市
の
中
央
部
を

南
北
に
貫
く
よ
う
に
連
な
っ
て
お

り
、
北
部
か
ら
中
部
は
東
京
都
八

王
子
市
か
ら
続
く
多
摩
丘
陵
、
南

部
の
円
海
山
周
辺
は
三
浦
半
島
に

続
く
三
浦
丘
陵
と
な
っ
て
い
る
。

多
摩
丘
陵
は
、
河
川
に
沿
っ

て
緩
や
か
な
起
伏
と
な
っ
て
い
る

が
、
開
発
が
進
み
本
来
の
地
形
を

残
す
場
所
は
限
ら
れ
る
。
多
摩
丘

陵
部
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
る

緑
地
と
し
て
、「
寺
家
ふ
る
さ
と

の
森
（
青
葉
区
）」、「
新
治
市
民

の
森
（
緑
区
）」「
追
分
市
民
の
森

（
旭
区
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
浦
丘
陵
は
、
元
の
地
形
を

よ
く
残
し
て
お
り
、
多
摩
丘
陵
と

比
べ
て
深
く
急
峻
な
谷
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。「
瀬
上
市
民
の
森

（
栄
区
）」、「
氷
取
沢
市
民
の
森
（
磯

子
区
）」
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

❷
谷
戸
（
や
と
）

特
に
、
丘
陵
地
に
見
ら
れ
る
浅

い
谷
状
の
地
形
は
、横
浜
で
は
「
谷

戸
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
谷
戸
で

は
古
く
か
ら
農
業
が
営
ま
れ
て
き

た
。
谷
底
部
は
水
田
と
し
て
、
周

辺
の
斜
面
林
は
農
用
林
、
薪
炭
林

と
し
て
利
用
さ
れ
、
人
々
が
谷
戸

の
環
境
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら

生
活
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
生
き

物
が
生
育
・
生
息
す
る
特
徴
的
な

環
境
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
人
と
自
然
が
持
続

的
に
関
わ
る
谷
戸
の
環
境
は
「
里

山
（
里
地
里
山
）」
と
呼
ば
れ
、

今
日
の
横
浜
の
里
山
景
観
を
形

作
っ
て
き
た
。
現
在
は
市
民
の
生

活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
人
と
里

山
と
の
関
係
は
変
化
し
、
ま
た
、

都
市
化
が
進
む
中
で
、
旧
来
の

里
山
の
多
く
は
姿
を
消
し
て
い
る

が
、
市
内
に
残
る
数
少
な
い
里
山

は
土
地
所
有
者
や
様
々
な
市
民
活

動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
横
浜
の

歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
環

境
と
な
っ
て
い
る
。

❸
洪
積
台
地

丘
陵
地
の
東
西
を
挟
み
込
む

よ
う
に
洪
積
台
地
が
広
が
っ
て
い

る
。
北
東
部
（
鶴
見
区
か
ら
磯
子

区
北
部
ま
で
）
の
洪
積
台
地
は
下

末
吉
台
地
で
あ
り
、
台
地
の
斜
面

部
に
は
緑
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
獅
子
ケ
谷
市
民
の
森
（
鶴
見
区
）」

や
「
熊
野
神
社
市
民
の
森
（
港
北

区
）」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

南
西
部
は
相
模
原
台
地
の
東
端

に
当
た
る
。
相
模
原
台
地
は
相
模

川
が
作
り
出
し
た
河
岸
段
丘
で
、

「
瀬
谷
市
民
の
森
（
瀬
谷
区
）」
は

横
浜
市
で
は
珍
し
い
大
規
模
な
平

地
林
と
な
っ
て
い
る
。

❹
沖
積
低
地

沖
積
低
地
は
鶴
見
川
、
帷
子
川
、

大
岡
川
と
い
っ
た
河
川
沿
い
に
広

が
っ
て
い
る
。
砂
や
泥
が
厚
く
堆

積
し
た
平
地
は
開
発
が
進
み
、
市

民
の
森
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
緑

地
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

緑
区
の
鶴
見
川
周
辺
の
低
地
で

は
、
大
規
模

な
水
田
が
見

ら
れ
る
な
ど
、

農
的
な
景
観

を
残
す
と
こ

ろ
も
あ
る
。

《4》 

よ
こ
は
ま
の
緑
の
現
状

執
筆大

内　

達
詩

環
境
創
造
局
政
策
課

北
野　

紀
子

環
境
創
造
局
政
策
課

図３　横浜の森のなりたちと里山
（出典：横浜市森づくりガイドライン）

図２　かつての横浜の里山のイメージ
（出典：横浜市森づくりガイドライン）

図１　横浜市周辺の地形
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２

横
浜
の
緑
の
特
徴

❶
緑
被
率

樹
林
地
や
農
地
、
草
地
な
ど
の

緑
で
覆
わ
れ
て
い
る
場
所
を
緑
被

地
と
言
い
、
横
浜
市
で
は
、
緑
の

現
況
を
把
握
す
る
た
め
、
お
お
む

ね
５
年
ご
と
に
緑
被
地
の
面
積
割

合
を
示
す
緑
被
率
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
直
近
の
平
成
26
年
の
横

浜
市
第
10
次
緑
地
環
境
診
断
調
査

に
よ
る
と
、
３
０
０
㎡
以
上
の
緑

被
率
は
、
約
２
８
．８
％
、
面
積

に
し
て
１
２
，５
３
４
ha
が
緑
被

地
で
あ
る
。

❷
斜
面
緑
地

昭
和
30
年
代
か
ら
の
高
度
成
長

の
中
で
、
横
浜
の
人
口
は
急
増
し
、

急
激
に
市
街
化
が
進
ん
だ
。
横
浜

市
は
丘
陵
地
が
複
雑
に
入
り
組
ん

だ
地
形
で
あ
る
た
め
、
開
発
の
際

に
は
平
坦
な
台
地
や
段
丘
面
が
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、
丘
陵
地
の
広
い

頂
上
部
が
宅
地
造
成
さ
れ
、
段
丘

崖
な
ど
の
傾
斜
地
に
多
く
の
緑
が

残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

斜
面
緑
地
は
市
民
が
目
に
す
る
機

会
も
多
く
、
横
浜
ら
し
い
景
観
を

形
成
し
て
い
る
。

❸
都
市
計
画
に
よ
る
線
引
き

横
浜
市
は
昭
和
45
年
に
、
無
秩

序
な
市
街
化
を
防
止
し
計
画
的
な

市
街
化
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画

の
方
針
で
あ
る
「
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

に
即
し
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化

調
整
区
域
に
区
分
す
る
線
引
き
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
域
の

約
25
％
、
面
積
に
し
て
約
１
１
，

０
０
０
ha
が
市
街
化
調
整
区
域
と

な
っ
た
。

線
引
き
に
当
た
っ
て
土
地
利
用

状
況
に
応
じ
た
区
分
け
が
細
や
か

に
検
討
さ
れ
た
こ
と
や
、
市
街
化

区
域
に
囲
ま
れ
た
土
地
で
も
、
市

街
化
区
域
に
穴
を
あ
け
る
形
で
市

街
化
調
整
区
域
と
し
た
こ
と
か

ら
、
横
浜
市
の
市
街
化
区
域
と
市

街
化
調
整
区
域
は
複
雑
に
入
り
組

む
と
と
も
に
小
規
模
で
分
散
し
て

お
り
、
市
街
化
調
整
区
域
の
樹
林

地
や
農
地
が
市
街
地
の
居
住
者
に

と
っ
て
も
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

❹
土
地
所
有
者

昭
和
30
年
代
か
ら
の
急
速
な
都

市
化
と
と
も
に
急
激
に
緑
地
が
減

少
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
市
街
化

区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引

き
や
、「
市
民
の
森
」
や
「
緑
地

保
存
地
区
」、「
農
業
専
用
地
区
」

な
ど
の
横
浜
市
独
自
の
制
度
の
創

設
、「
緑
の
環
境
を
つ
く
り
育
て

る
条
例
」
の
制
定
、
農
地
の
基
盤

整
備
等
の
農
業
振
興
策
や
担
い
手

支
援
策
の
実
施
、
市
民
農
園
の
開

設
や
地
産
地
消
の
推
進
、
さ
ら
に

は
安
定
的
な
財
源
で
あ
る
「
横
浜

み
ど
り
税
」
を
財
源
の
一
部
と
し

て
活
用
し
た
「
横
浜
み
ど
り
ア
ッ

プ
計
画
」
の
推
進
な
ど
、
緑
を
保

全
す
る
た
め
に
様
々
な
施
策
を
進

め
て
き
た
。

市
内
に
は
、
緑
地
保
全

制
度
に
基
づ
く
指
定
が
可

能
と
な
る
保
全
対
象
樹
林
地

が
平
成
28
年
度
末
時
点
で
、

担
保
済
み
を
含
み
、
約
２
，

９
０
０
ha
、
農
地
は
平
成
29

年
時
点
で
約
３
，０
０
０
ha

残
さ
れ
て
い
る
。
急
速
に
都

市
化
が
進
ん
だ
横
浜
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
緑
地
が
現
在

ま
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

前
述
の
よ
う
な
様
々
な
施
策

や
取
組
を
市
民
と
と
も
に
進

め
て
き
た
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
何
よ
り
も
土
地
所
有
者

の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
だ
ろ
う
。

横
浜
市
の
特
徴
的
な
線
引

き
な
ど
に
よ
り
、
樹
林
地
や

農
地
は
市
街
地
に
近
接
し
て

お
り
、
身
近
に
あ
る
が
故
に

適
切
に
維
持
管
理
が
さ
れ
な

い
と
、
周
辺
の
住
環
境
に
影

響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
土
地
所
有
者
の
維
持
管

理
負
担
が
非
常
に
大
き
い
。

さ
ら
に
は
、
相
続
税
の

負
担
も
大
き
い
。
依
然
と
し

て
一
定
の
住
宅
ニ
ー
ズ
も
あ

り
、
様
々
な
土
地
利
用
の
選

択
肢
が
あ
る
中
で
は
、
先
祖

代
々
守
っ
て
き
た
樹
林
地
や
農
地

を
残
し
た
い
な
ど
の
土
地
所
有
者

の
強
い
想
い
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ

だ
け
の
緑
地
が
残
さ
れ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

図５　市街地調整区域 図４　300㎡以上の緑被地




